Seasonal Changes in the Population of Micro-fungi in Forest Soil by 安藤, 辰夫 & 堤, 利夫
Title森林土壌に棲息する糸状菌群の季節的変動について
Author(s)安藤, 辰夫; 堤, 利夫









安 藤 辰 夫 ・ 堤 利 夫
Seasonal Changes in the Population of Micro-fungi in Forest Soil 







(2)名 種 糸 状 菌 の 季 節 的 変 動
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要 旨
森林のA。 層 および表層土(深 さ0～25cm)に 棲 息する糸状 菌群 の季 節的変動について調査 を行 な
った。
京都市 内に あるコジイ林,ス ギ林,ア カマ ツ林,ア カ シデ林 については,1962年11月 か ら,1963年
10,月まで,京 大和歌山演習林にある落葉広葉樹林,お よびササ地 につ いて は,1965年6月 か ら11月 まで
各 月に1回 調 査を行 な った。その他 の調査 地 についての概 要は前報(ヨの)に示 してあ る。
糸状菌の分離 は稀釈平板法 によって行な い,培 養基 はWaksman'sagarmediumを使用 した。
1)分 離 された糸状 菌は39属 と,所 属 す る属名および種名 の判 明 しないG,sp.groupが35,そし
て,生 育の早 い菌 によ っておおわれて しま って,そ の特徴 の判 明出来 なか ったothersと であ る。
2)分 離 された糸状菌総数の季 節的変動 は,各 々の林,A・ 層 と表層土 とで各 々異 なる変動 が認め
られた。そ して コジイ林 とスギ林 の糸状菌総数 の変動 は,ア カ シデ林,ア カマツ林 の変動 に くらべ て
少な かった。
3)各 林分 のA。 層か ら分離 され た糸状菌総数は,6月,7A.8月 の夏季 に少な く,3月 か ら5月 と
9月 から10月 にそれぞ れ ピークを示 したが,3月 か ら5月 にか けての ピークよりも9月 あるい は10月
に示 され るピークの糸状菌数が多か った。そ して冬季か ら春 季 にか けての月 ごとの変動 は夏 季か ら秋
季 にかけての それ に比 らべて少なか った。
4)表 層土 か ら分離 され た糸 状菌総数 は,8,月 に最 も少な く,5,6,8,9刀 の夏季 に くらべて,12
月か ら4月 までの冬季,春 季に多か った。
5)A。 層 か ら分離 され た糸状菌群について はその 種類構成 にお いて もか な りの 季 節的変 動が 認め
られ た,こ れ は各種糸状菌の基 質に対す る生化学的能 力のちがいか ら生 ず る落葉,落 枝上 での遷移 を
示 す ものであ ろう。
6)A・ 層 と表層土 との両層 か ら分離 された糸状菌 と,A・ 層 または表 層土の どち らか一方 か らだ け






か,調 査 した林地における糸状菌群の分布の不均一性によって生 じたものか,本 調査の結果から判断
することは出来なかった。




BIRCHお よびCLARKEは,落(り)葉 落枝を中心に第一次分解者として,細 菌,糸 状菌および動物を配
置して,.種 々の土壌生物間の相互作用の模式図を描く試みを行なったが,分 解 と消費の過程は,こ れ
ら微生物の力で推進されている。そ して,こ れら微生物群は原生動物を含む,micro-fauna,mesofa・




糸状菌がどの程度分布 しているかという点に注意が向けられていたようである。 しか し最近は,糸 状
菌の複雑な生理的単位 と特異的な生化学的活性等の理由から生ずる分離技術の困難さによって,糸 状




筆者らは,森 林の有機物の分解に作用する微生物の うち,糸 状菌群について研究を行なうことにし
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たが,過 去に行 なわれた研究 か ら,'温 度,水 分,pH価,有 機物の量 およびその質等の多種多様な環
境 要因の影 響を うけて,糸 状 菌のfloraは 変化 すると推察 され るが,そ れ らはお互 に関係 しあ ってい
て極 めて複雑 であ り,そ れぞれの要因 と糸状菌 との間の法則性を 自然状態で明 らかにす ることは,と
くに森林 のよ うに複雑 な構造を もつ環境条件下 では容易な ことではない と思われ る。
そ こで,糸 状 菌の森林 における棲息状態 が季 節的 にどのよ うに変動す るかを明 らかにする ことによ
って,上 述 の多様 な環境 要因 と糸状菌群 との関係を推測す る目的で本 調査を行な った。
本報告 は,京 都市 内にある コジイ林,ア カマツ林,ス ギ林,ア カ シデ林の4つ の林分 のA・ 層 と表
層土 とから糸状菌を,1962年11月 か ら,1963年10月 にわた って,月1回 分 離 した結果 に,1964年 の芦
生の ドイツ トウ ヒ林,ス ギ林,落 葉広葉樹林,長 野県 のアカマツ林,オ オ シラベ林,1965年 の和 歌山
県 にあるササ群落,落 葉広葉樹林 についての調査の結果を加 えて,糸 状 菌群の季節的変 動を検討 した
もので ある。
調 査 地 お よび 調 査 方 法
調査地は表1に 示す とお りである。また次ぎの各調査地 につ いて は,前 報(ヨの)に報告 されて いる。
芦生 演習林 の ドイツ トウヒ林,ス ギ林,落 葉 広葉樹林,長 野県 のアカマ ツ林,オ オ シラベ林。
試 料は,京 都地方の4つ の林については,A・ 層 と表層土(深 さ0～25cm)か ら各 々無菌的 に採集
して,そ の10gを 糸状菌 の分離 に使用 した。その他の林 分については,F-H層 と表層土(深 さ25cm)
とか ら同様 に採取 して,F-H層 は10g,表 層土 は20gを 糸状 菌の分離 に使用 した。
調査 は京都市 内の4つ の林 につ いて は1962年11月 から1963年10月 まで,7月 をのぞいて毎月1回 行
ない,和 歌山演 習林 につ いては1965年6,7,8,9,ユ1.月 の各月 に行 なった。
その他の林分 につ いて は前報(ヨの)の第1表 に示 してある各月 に1回 調査を した。
糸状 菌の分離 は稀釈平板法 によ って行な った。稀釈度 は,京 都市 内の林のA・ 層については1/2000
と1/4000,表 層土 につ いて は1/1000と1/2000そ の他の林のF-H層 については1/1000と1/2000,表
層土 について は1/500と1/1000の 各2段 階を用 いた。使用 したペ トリ皿の数 は各稀釈度 ごとに3枚
で ある。
培 養基 はWaksman'sagarmediumを使用 した。
細菌の生育を抑制す るために京都地方の4つ の林分 については,4°oHCI液 を使用 してp且 価を
5.0～5,3に 調整 した。その他 の林分 については,Rosebengalを30ｵg/ml,Streptomycinを30ｵg/mi
を加 えた。
培養 は27°Cの 恒温 器中にて48～70時 間行 な った。
各試 料の乾燥 重量1g当 りのcolonyの 数を求 めて,各 調査地の糸状菌数 と した。 なおその菌数を
求 める計算式な らび分離 され た糸状菌の検定 に使用 した著書な どは前報 に報告(ゆ)して ある。
結 果 お よ び 考 察
(1)分 離 され た糸状菌 の糸状菌総数の季節的変動
各 調査地 か ら分離 され た 糸状菌 総数 は 第2表 ～7表 お よび 図1,図2に まとめて示 して ある。 ま
ず1962年11月 か ら1963年10月 まで,各 月 ごとに1回 の調査を行な った京都市 内にある4つ の林地 から
分離 された糸状 菌総数の季節的変動 について,各 調査地 ごとに,A・ 層 と表層土 と別に検 討 しよ う。
a)コ ジイ林
A。 層か ら分 離 された糸状菌総数は,5月 に1,063.Ox103/9と10月 に1,065.2×103/9と ピー クを示
し,8月 に422.1×103/gで 最 も少 なか った。 各月 ごとの糸状菌総数 の平均値,す なわ ち,年 平均値
を求め ると807.8×103/9と な り,こ れ と各月の糸状菌総数を くらべ ると,6月 か ら12月 の各月では,
10月 の1,065,2×103/gを のぞ いて,8月 の422.1×103/gか ら6月 の801,1×103/gの 間の菌数が得 ら
れ,年 平均値よ りも少な く,1月 か ら5月 にかけては,3.月 の879.2×103/gか ら5月 の1,063×103/g
で平均値 に くらべ多か った。 さらに6月 から12月 までの菌数の変動 は,1月 か ら5月 の変動に くらべ
て はげ しか った。
表層土 か ら分離 された糸状 菌総数は,19.1～45.3×103/gで,10月に45.3×103/gと,3月,4月に
40・0×103/9と ピークを示 し,8月 に19.1×10'/9と 最 も少 なかった。
b)ア カマ ツ林





たが,最 も少な かったの は11月
の254.4×103/gで あ った。6月
か ら12月 にかけて分 離 された糸
状 菌総数 は9月 をのぞいて,1
月か ら5月 にかけてのそれに く
'らべ て少 なか った。 また年平均
値439.9×103/gと くらべ ると,
6月 か ら12月 にかけて分離 され
た菌数 は,9月 をのぞ いて少 な
く,1月 か ら5月 にかけての そ
れ は,2月 の358.9×103/9を
i
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第3表 アカ マ ツ林(京 都 市)か ら分 離 され た 糸 状菌 数(絶 乾 土 壌1g当 りの糸 状 菌 数 を 単 位103で 示 す 。)WN
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Aspergillussp.1尾 一 一:一 一 一1-i--1-,一;刊 一 一1一 一 一 ミ ー 、 一 一 一 一
ダ....艶1濫 譲 聾
Penicill・ ・m(・46.48.2)一 ・1°3.230.0)(8.725.0)・器 …6.3.6)(・76.51.0)(2.211.6)(189.430.5)コ(134.628.8)(271欄(・3.99.1)(lzl.°43.1)・ ・2.695.38.8)(27.7)・°.zYrs7.9)(29.1ま騰 ぱ 器
Sc°pu'a「'°ps's-「 「-
1-一, .3-116ヨ ー 一 一 一 一 一 一 一1一 一 一Gli°cladium
Sporotrichum;コ コ コ コ:1コ:(°.5)ゴ(3.5):コ:コ:1:コ ニ ニ:二
M°n°sp°rium
Verticilliuml:…:_3.2(15.4),:口」 二:… ゴ::に に:::北
Acr°stalagmus(・6.°'.4)_'29.5,(8.6)',
8.81-rl-F。.4-「 …,1。.91.3'一 一(・6.5.7)。.4…
細 ヨ1::.6)7.4.1)-i-一 一 一i-一 一 一 一__ヨ明 」(2.5)
一 一 ・mコ=・ ・7.4.1)(・}ら61)1-1一 … 一 一',一;一 一 一ド ー 一 一… 一 一




Pullularia∴1∴'Iii-一 一,一,-62.41-一一,一 一 一1,(12.5)1--30.03.1109.6,1.7'i69.73.0-一一3.4)(16.3)(17.7),(5.9)C15.0),(8.1)-3.5-(30.0)
糠;.97).214.30)(40.9)3.0(0.7)108.9(25.7)1.0(0.3)4.4(1.2)4:867.4(23.2)(18.5)3.4(18.6)::6.6.1)3.3.5)2.812.8.6)(44.1)::認∴64.3(18.8)82.6(24.1)::1.6.°)2.5.9)25.82.6(2.9)(15.6)8.7(2.9)475.53.5107.7(53.1)(20.2)(35.0)°.s(6.8)1.6(13.6)
・…1254.・ ・343・333・4423・ ・、 …7358・ ・i23・ ・:621・・129・ ・147…:26・ ・1・・…113・ ・zai・ ・μ3・81342・8111・48・ … 、16・7'297・51・2・2
※()内 の数 字 は%を 示 す。 ※Figuresin()showpercentageoccurenceofeachisolatedfungus.WW
第4表 ア カ シ デ林(京 都 市)か ら分離 され た糸 状 菌 数(絶 乾 土 壌1g当 りの 糸状 菌 数 を単 位103で 示 す 。)鐘
Table4Numbersofisolatedmicro-fungitakenfromtheAoandAlayerofCarpinuslaxifloraforestinKyotoCity.(x103/g(O.D.W.))
∴憲一塾 野A翌 紘 搾AA評AIA'1∵-Mar.AoAA平A・A嘗yAJun.AoAA砦&ASep.°ct.AoAAoA-
Mucor4.1(7 .9)-17.3'.C3.7)1-・1;.27)
.4・ ・2.°.7)0.7(zs.s'3.7)・・°.s.s>一・13.32.7)(°.9!一 一(2°.63.9)(・ °.515.4.8)'(5.1)1・ ・2.7.7)(°.31.5)一
;紫lll鰯 囎 烈 ヨ5.966.4iO.9'.≡1記ll∴瀬
器1器 騰;}∵ 翻(;驚1:2.486.:0(14.3)
2.3(167.622.8)(13.4)13.2(13.15(3.:}}寄ILI淵鵠 御1誘 職lll:ll;!課(7.7)12.8M°rtierellasp.P




26.6≡… ≡{≡ ≡ ≡ ≡日1≡1≡ ≡(5.2)Fusidium
Monillia
Cephalosporium;11露1≡隊}ll漏1畷 漏lll… ≡… ⊥gl王
難 覧踊 遜 禰 轡 礪 轡:1旨 爾 凋 瀞 綱 糊:2.d.5)1.2.3)
Aspergillu
Aspergillu:nigersp.;:コ;二[:口:1::1:口(1'2ロ コ コ;2.7(0 .7),:口 二
8-ettisiUium
Scopulariopsis(173.33.7)…鋼 ・s.12°7.126.7)〈37.1)・i°.i33.4)・346.347.8)(・1.5.5)(134.618.3)2.31(5.4)(63.512.8)(14.7127.7)(63.3116.1)・曇 蝿 一(44.214.6)1(・遡雌 ど 腿
一 一 … ぞ 一:講 一:∴ 」 ゴ … ・♂ ∵ … ∵ 下,。1断.Sp°r°trichum
Monosporium二:::二 誰 正2.6二 二:に 弓 二 二]コ 李






Calcarisporium‐ ‐.‐ ‐ ‐1≡13.4_2.93.5__1.2!,≡6.9_‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐(2.°)__"e1.5‐‐ ‐ ‐ ‐‐ ‐
Papularia!ニ ー(8.61
.9)一 一:一 一 一 一 一 ミ ー ミ ⊥-1-一:一 ⊥=一 一 一
M・n・t・ ・p・・a-____i__==_:____ .__.__=__.
一 ・・m伽m
l一 二(・5.8.4)一 」 一 ・24.°3.3)一=ニー ニ ー;一 一 一 一 一旨 一ミ ニ ー-
Acrotheciumミ ー 一 一;一 一 一 一 一.一 一 一1=」 一.一 一 一 一 」 」 一.-
G,aph・。mミ_____;_ご=_旨___i」____=_口_ミ_I
F。 、a,i。m:____」_一______._ミ53.8
!;一 一 一 一 一 一
i(1・4)-
Pestalotia一 一 一 ・・1.5.7)-i-一 一 一 一 一ミ ー ニ ー ニ ー:一 一 一 旨 一
Pullularia陰 一(47.410.6)(・1.5.7)一;r(・1.2.1)i-・ ・1.2.7)-1∴ ミ=誘 ∴ 」 コ ーrF
Papulasp°ra
G.sp.Group.1ゴ ニ 誌 ニ ゴ ゴ29.8°.8(4.1)(1.8)25.8(5
.1)二:;二3.83.4-(13.5),1.6(2.3)
-y噸,,3.1 .0)一 一 一 一1-;一 」 一 ニ ー:一 一 二 ニ ー 一 一i∴i--
Hyalinehyphae




※()内 の 数字 は%を 示 す。 ※Figuresin()showpercentageoccurenceofeachisolatedfungus.W
第5表 スギ 林(京 都 市)か ら分離 され た糸 状 菌 数(絶 乾 土 壌1g当 りの糸 状 菌 数 を103単 位 で 示 す 。)W
Table5Numbersofisolatedmicro-fungitakenfromtheAoandAlayerofCryptomeriajaponicaforestinKyotoCity.(x103/g(O.D.W.))




Phy・ ・mycessp.一_一 一_一_一 一i_一 一1__一_」__一 一 一
Circinella‐ ‐'1‐ ‐i‐ ‐ ‐(OZ6j‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
Zygorhynchus-一 一 一 一 一 一i-一 一 一 一 一 一 一 一 一1～ 一 一 一 一
M・ ・・…ell・ ・p・・r25.6(6
.5)一 一(,3.5.6)(41.97.6)(,1らll(37.910.4)(s.szi.i>(35.68.8),,3.°.2)(1°.22.5)(、16引(31.77.7)(,1.7.0)一(,1.4.5)(、3.2.5)一(。4.23.1.9)(24.5)(、4.3.9)-
M・ ・・…ell・ ・p・・ 一 一i-一 一 一 一 一 一 一 一 一(15.93
.9)(3.916.0)一(,i.8.3)(,4.8.8)～(15°.831.5)一一 一
レ
Mortierellasp.P-」 一 一 一 一 ～ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ～ 一 一 一 一
Cunn・ ・gh・m・ll・(17.14
.3)-1-一(・4.2.8)一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
…m・(34.28 .7)一(13.43.9)一(。1ら1-一(、 °.9.8)一(、1.7.7)一 一 一 一 一 一 一 一 一 一(,7.8.1)-
GeotrichumI‐1‐1‐1‐!‐1‐1‐1‐1‐1‐1‐1‐1‐!‐1‐1‐1‐1‐1‐1‐1‐1‐I




・zph・1・ ・p・r・・m-'一}一 弓 一 一 一 」 一 一i(1°.22
.5)一 一 一 一 一 一 一(17.13.6)一(・3.9.6)-







A・p・ ・gill・ssp・ 一 絹 一 一 一 一 州 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一(5.622.5)一(、 °.4.5)一 一
68.45.2145.412.2122.99.983.517.0114.07.8'65.38.5 __43.62.757.48.386.20.913.2_Penicillium(
17.4)(44.4)(42.4)(19.6)(22.4)(12.7)(22.9)(22.5)(28.2)(21.2)1(16.0)(34.5)(26.4)(12.5)(44.7)(33.3)(18.0)(7.0)(12.0).1
…P・1・ …P… 一 コ ー 一 一1-(3.71




欄 撒 需 二:10.98.4"15.Z.(1.4)(1.5)'(19.6).:°.4(1.4)二:コニ:G:二 ニ コ_3.9(3.6)二
Scpicaria… ∵;一 … 二 謁 二
95。.9τ 一i二 ニ ー ニ ー;(・4.2'.9)(1.310.5),一ミ ー
c…a…p・ …ml昭 一 ニ ー=二(3.71 .0)二(…)(・ ・4).-1一 ニ ー 一 一 一 ニ ー1-!一 一
Papularia
Monotospora;:… 二:ミ ニ;:1.T.(4 .7)"二1.1(4.5)コ::二口;:口:に;:
i
HormodemdrumI一ミ ー・(8.9'2.6)1,(2㌔3ミ 司 一:ニ ー:(・2.4.6)デ ー旨 一・ 一:一 一・ 一ミ ーi-i」一{一 ミ ー
Acrothecium!___1____._:___._」0・6___1_」___
1.1,「(2・5).iI2;
・・aph・m卜 一 ・13.43.9)一 旨 一 ニ ー 一 一 一旨 ヨ ー:一 …=-Lロ ーレ
III
…a…m[一 一 一 一 ミ(。1ら1一 ニ ー 一 一 ニ ー 一 一 一 一 ニ ー 一 卍=-
Pestalotial∴ 一 一1-一 一ド ー!-i判 鞠 ∴ 一 一に ドi一 … 一
臨 陛 嚇 塑 鯛 欝lll唾::工 誘 ‡i:… ニミ:
:.sp.Gr°uparkhyphae壽二_5.11(°.9)12.9(3
.5):囎]21.11.266.OI-一 一2.7-(12.6),_'°.8',21.3j°.9'39.4.(3.2)(4.4)(7.°)(36.°)1,i-一一 一1:
H・ ・li・・hyph・ ・-i(1.311.1):(・26>'_i(22.44.1)'(1?.8,0)一コ,・9.5',1.7,.4)1(4.7)一 一1一 一1一 … 」 」 一 」 一
・・hers(翻(1.311 .1);,118.6,27.4278.034.4)'1(44.1)i(50.6):(、35.05.1)、、87 57.g123 54.0)1(25.4)(30.6):( 13.1146.1;5.3)i(35.7)1,6.426.0)',(翻,3愚,62.88.1)、3轟轟 調 、125.0,26.1)';一、、1ら3)1。
Tot・1393・1!11・71344・3162・3548・ ・177・ ・!364・ ・i31・1・ ・4・・38・5[・ ・8・924・ ・1412・2
124・9!155・i21・6129・1124・9486・3121・71・9・5ミ ・
※()内 の 数字 は%を 示 す 。 ※Figuresin()showpercentageoccurenceofeachisolatedfungus.W





Circinella-0.2(0.7)一 一 一 一 一 一 一 一
i







Cunninghamella-「 ～1 一 一 一 一 一 一 一
Ph°ma-1-一 一 一 一 一 一i.o(0・4)～






A・perg・ll・ 一 想 一 一 一[一 一 一 一 ・゜2(3・・)
P・ni・illi・m12,2(7.4)3.5(14.1);9.9(11.4)8。8(35.2)5。5(12.9)10.9(18.4)11.6(23.0)0.7(12.5).14.0(5.2)-
Il
M・n・ ・p・・i・m一 司 一1・2(4・8)-i-・ ・2(・ ・4)一 一 一
Acrostalagmus7.8(4.7)0.7(2.8)旨 一 一 一 一2.2(4.4)一 一 一
[
Spicaria1.ユ(0. .7)0.2(0.7)i-0.2(0.8)一 一 一 一 一 一
i
Pullularia3.3(2.0)0.3(1.4).一 一 一 一4.9(9.7)一 一 一
H。,m。d,m、,um一 項 一 一 一 一 一 。.1(1.、)[一 。.、(,.、)し
Stisanus_～1__一 一 一 一1.0(0.4)-
I
ChaetomiumI‐ ‐II‐ ‐ ‐ ‐11.0(2.0)i‐1‐ ‐
11
 usarium'-0.2(0。7)一 一 〇.7(1.6)一 一 一 一 一
G.sp.Group17.2(10.5)3.0(12.0)6.7(7.7)3.2(12.8)-2.3(46.9)1.6(3.2)0.3(5。4)0.5(0.2)2.2(40.7)
G.sp.B-1-72.8(8.3)0.5(2.0)一 一 〇.3(o.s)0。1(1.8)183.5(68.7)1-
:.sp.Blthers嫡 旨 副1,(°31:1)一 一 一6)13.7(14.8),5.0(11.7)0.6(12.2)::;((°.1.3::::5(8.9)
142.0(15.7)0.、(7.4)
・…ll164・5125・986・6
125・ ・42・84・95・ ・55.・ 旨266.8:5.・.匿一一.一.一.■ 一...一 一-...幽.一 幽
※()内 の数 字 は%を 示 す。 ※Figuresin()showpercentageoccurenceofeachisolatedfungus.
第7表 サ サ地(和 歌 山県)か ら分 離 され た糸 状 菌 数(絶 乾 土 壌1g当 りの糸 状 菌 数 を 単 位103で 示 す 。)
Table7Numbersofisolatedmicro-fungitakenfromtheAoandAlayerofbamboo-grasslandinWakayamaPref.(x103/g.(O.D.W.))
≒1
＼ ＼S・i1H・ ・i・・niJ・ ・.J・1.lA。g.S,p.:N。v..、 」
Fungi＼ 一 ＼A・iA1-Ao--A1-A・.A-AalA5A・IA- 1-一 一 」置 一一....-L■...一......-










M・r・ ・erell・ ・P・ ・ 旨 ・・・ …7);1…8.・)・ ・・ ・…)1…8.・)[・ ・・ ・…)・ ・・ …9)・ ・1(・ ・1)11・ ・(・ ・1)1-…(…)
M° 「t'erell・ ・p・B・1・8(1.5).° ・2(1.1)2・9(2・4)° ・・(1・ ・)18・8(1…)-1・ ・9(…)ミ ゜・3(1・8)11・ ・(…)・1(・ ・7)
.
Cunninghamella!一!一 一 一!一 一 ■ 一
{-1-
Ph・m・ ミ ー 一 一 一 一i-!一 一 〇・8(0・3)-




(次 ペ ー ジ へ 続 く)w
S。ilH。,i、 。nlJun.Jul.Aug.S・p.N。v.き
噛
Fung、A・AA・AA・AA-AトA・ 、A  i
Cephal・ ・p・・iumO・4(0・3)、0・6(3・3)-0・5(2・5)4・8(2・2)0・2(2・0)4・3(4・6)1・8(11・7)1-0・1(0・7)I
H・・1・P・ 一 ・4(°・3)一 一 一 一 一 一 一5・1(2・1)一
.
Trichoderma卜28.1(23.6)2.9(16.0)43.0(36.3)3.9(19.4)16.9(20.6)1.9(18.4)10.9(11。7)L3(8.4)旨30,3(12.6)1.9(14.0)
A,pergill。 、 。、geri_・.1(・.・)_一 ・.・(・.・)・.・(・.・)1.・(1.1)・ 。1(・.・):sp° ・.・(・ 。1)-
ll
A・perg'llussp.K一 皿 一 一 一 ・゜1(1・°)° ・5(°・5)-1一 一
Penicillium3.9(3.3)0.5(2.8)8.7(7.3)1.4(7.0)10。4(12.7)0.2(2.0)7.2(7.7)0.6(3.9)127.6(11.5)0.8(5.9)
Gliocladium-一 一 一 一 一 一 〇2(1.2)1-'-
MonosporiumO.6(0.5)0.1(0.6)一 一 一 一 一 〇2(1.2).-0.ユ(0.7)
AcrostalagmusO.3(0.3)0.1(0.6)一 一 〇.6(0.7)0.1(1.0)0.2(0.2)02(1.2)0.2(0.1)0.2(1.4)
l
Spi・a・i・P・1(0.1)!一 一 〇.4(2・0)一 一 〇.3(0・3)0・1(0・6)-0・1(0・7)
.
Pullularia10.7(0.6)一 一 一 一 一 一 一 一 一幽
Papularia2.1(1.8)一 一 一1.3(1.6)0.1(1.0)13.2(14.2)0.8(5.2)}2.6(1.1)0.1(0.7)
Hormodemdmm-一 一 一 一 一 〇.2(0.2)0.1(0.6)1一 旨 一
Curvraria-一 一 一 一 一 〇.2(0.2)一 一 〇.1(0.7)
～
Chaetomium-一 一 一 一 一 一 〇.3(1。8)1-0.8(5.9)
と
Blakest[一!一 一 一 一 一 一 〇.1(0.6)-0.6(4.4)
lIII
FusariumI‐ ‐ ‐ ‐10.6(0.7)‐0.2(0.2)‐ ‐ ‐'
…p・Bl引 一 一 一 …(…)一 一1・ ・(・ ・1)1--
G。sp.B-0.2(1。1)1.5(1.3)10.2(1.0)0,9(1.1)o.z(2,0)13.1(142)0.2(1・2)[16.4(6・8)0・4(2・8)





※()内 の 数 字 は%を 示 す。 ※Figuresin()showpercentageoccurenceofeachisolatedfungus.
41
のぞいて多か った。そ して コジイ林では糸状 菌総数の変動が1月 か ら5月 の間で少なか ったのに対 し
て,ア カマ ツ林 ではそのよ うな傾向が認め られず,各 月間 で菌数 の変動がかな りはげ しか った。
表層土 において は,12月 に33.4×103/g.3刀 に29.0×103/9と ピー クを示 め し,8月 に11.4×103/9
で最 も少 なか った。
c)ア カシデ林
A。 層か ら分離 され た糸状菌総数 は,2月 に724.9×103/g,3月 に690.9×103/9と ピー クを示 し,
10月 に280.8×103/gで 最 も少なか った。 そ して8月 には301,7×103/gと 前記2つ の林地 の菌数の変
動 と同 じように少なか ったが,ピ ー クは,2月,3月 に認め られ るだ けで,前 記2っ の林 地の春季 と秋
季 にピー クが認あ られた結果 と異な っていた。 また年 平均値481.6×103/9と くらべ ると,6月 をのぞ
いて,5月 か ら10月 の間は少な く,そ の他の月では年平均 値よ りも多か った。
アヵマ ツ林 の菌数 の変動 と同 じよ うに,安 定 した時期 は認め られなか った。
表層土 か ら分 離 された糸状菌 総数 は,4月 に529×103/9,10刀 に34.8×103/9と ピークを示 し,6
月に13.2×103/g,8月 に15.7×103/gと 最 も少 なかった。 この傾向は コジイ林 におけ る結果 とほぼ同
様で あつた。
d)ス ギ 林
A・ 層 から分離 され た糸状菌総数 は,6月 に155.1×103/9,8月 に129.1×103/9,10月 に109.5×103/9
と少なか ったが,6月 に548.6×103/g,9月 に486.3×103/9と ピークを示 した。年平均値341.4×103/9
と くらべ ると,6,8,10月 が少 な く,そ の他 の月 の菌数 はすべて多か った。 そ して11月 か ら5月 に
かけて得 られ た菌数は,1月 を のぞ いて,344.3～412.2×103/gで あ り,そ の間 の変動 は少 なか った。
表層土 にお いて は,1月 に77.5×103/gが 分 離 され最 も多 く,11月 の11.7×103/gが 最 も少な か っ
た。そ して4月 か ら8月 にか けては菌数 のちがい はほとん ど認 められ なかった。
以上4つ の林分のA。 層お よび表層土か ら分離 された糸状菌総数の季節的変動 は,そ れ ぞれ異な っ
た変動を示 したが,こ れを ご くおおまかに要約すれ ば,次 ぎのよ うになろ う。す なわ ち,3月 ～5月
と9月 ～10月 の春 ・秋季に菌数 は ピークを示 し,6月 ～8月 の夏季 に少 なか った。そ して,コ ジイ林
とスギ林 において分離 された菌数 は春 ・冬季 に変動が少な く,夏 ・秋季 にかな り変動が はげ しかった
のに対 して,ア カ マツ林 とアカ シデ林 において は,各 月間 の菌数 の変動がはげ しく,前2林 分 に認 め
られた安 定 した時期は認め られなか った。
以上糸状 菌総数の季節 的変動が京都市内にあ る4つ の林地 について認め られた。 この ほか和歌山演
習林 にあ る落 葉広葉樹林 とこれ に 隣接す るササ地,芦 生演 習林 にあ る ドイ ツ トウヒ林,ス ギ天然生
林,落 葉広葉樹林,奈 良県 の柏木にあ るスギ林,長 野県 の伊那地方 にあ るアカマ ツ林,同 海抜2600m
にあるオオ シラベ林 では6月 ～11月 の期間に調 査 した。 和歌Iliに おけ る調査 では,両 調査地 ともに糸
状菌総数 は8月 に最 も少 な く11月 に最 も多か った。芦生 の スギ林 において も8月 に少な く,6,10月
に多 く分離 され た。他 の林 における調 査の結果 も,6,7,8月 の夏季に くらべて,9,10,11月 に
分離 され た糸状菌総数 は多か った。 これ らの各林分 では短期 間で,通 年 の変 化ではないが,す べ て夏
季 に分離 され た糸状菌総数が他 の時期 に分 離 されたものに くらべて少 なか った。 この傾向は京都 の4
林分 にお ける結果 とよ く一致 して いたとい えよ う。
これ らの結果を,こ れ まで に行なわれ た研究 の結果 と比較 しよ う。Feher(1933)は 夏(エリ)季に多 くの
糸状菌総数が分離 され たと報告 して お り,本 調 査の結果 と異 な った傾向を示 した。 しか し,izKlaug)
(i94・),13)SAITO(1955)は 秋 季 に,軸 碧(1956)は5月 に,Witk。14mp)(196・);W,igh,。ndB。11,16)n(1961)
1は春季 に,Tresner(1956),Cobb(1931)は冬(のエの)季から春季 に,他 の季 節に くらべて多 くの糸 状菌総数
が分離 され たとい う結果を えてお り,本 調 査結果 とほぼ同 じ傾向であ るといえ るよ うであ る。







す につれて,菌 数 も増加
す るとのべてい る。 しか
ユ1)5)
し逆 に,Feher,大 政 ら
は,高 温,乾 燥 によって,
ie)zo)zi)
糸 状菌数は増 加す ると報 告 した。 またCobb,CONN,Lochhead等は含水量 の最 も高い ときには,菌
数 も多 く分 離 されたが,含 水量 の変 動と菌数 の変 動との間 には密接 な関係 はないと し,Brownand
Smithも 両(おラ)者の 関係をは っき り指適 していない。本調査において も,夏 季の菌数の少 なか った ときに
は,含 水量 も他 の月に くらべて少なか ったが,他 の月には両者 の間 には っき りした傾向は認 め られず,




どは,両 者 の間 に関係 は
認め られない と し,反 対
にFeher,Pugh(1958(の め))
は両者 に平行 した関係が
あ ることを報告 してい る。
本調査 の結果 は,温 度の








に関係はないと し,JENsEN(1931)もいろいろな土( の)壌のpH価 と糸状菌数 との問 には 関係がない と
した。本 調査においてはpH価 を測 定 していないが,糸 状 菌の棲息場所におけ るpH価 の変化は,主
として,糸 状菌 その他 の微生物 の基 質に対す る生 化学 的な反応 の結果生ず る ものであ り,有 機物の供
給 量と質 そ して それ に作用す る微生 物の種類 および数 によ ってpH価 の変化 は起 りうるこ とと思われ
るが,森 林土壌 におけるpH価 の変化の範 囲内では,そ れ が糸状菌総数 に影響を およぼす ほどに極端
に変化す ることはないと思われ る。
ミミズ,ト ビム シ,ダ ニ等 の土壌動物 と糸状菌群 との問 に も相互 の影響が考 え られ るが菊 沢 らの.報(ぬラ)告
にょれ ば,ヒ 壌動物の 季節的変 動は,ト ビム シ,ダ ニ等小 形動物の 個体数 に支配 されて,8月 に くら
べて,10月,11月 に多いが,現 存量の 変動 は,ミ ミズ,ヤ スデ,ム カデ等 に支 配 されて,8月 に最 も
多 くなってい る。 しか しなが ら,土 壌動物の現 存量お よび1固体数に認め られ るちがい,さ らに各種動
物の食性お よびその活動の 季節的変 化が明 らかに されて いない現状 では,-L壌 動物の現存 量と糸状 菌
総数 との 関係を論ず るには適 当でな いで あろ う。
有機物量 と糸状菌総数 との関係 につ いて は,TRESNERは,冬(リラ)季 ・春 季に夏 季・秋季に くらべて菌 数
が多いの は,秋 季の落葉 によ って あたえ られる有機物 量の 増加によ るQw,y;errであると 推察 してお り,
WITKAMPも 同(ゆユの)様のことを報/-f」して いる。 そこで,落 葉量 と糸状菌総数の関係を検討す るために,只
網あ九州地方の コジイ林の落葉 量の季節 的変動をみ ると,落 葉 量は4,5月 に集中的に多 く,9月,10
月にも他の刀 に くらべて多
かった。 そ して本調査 にお
ける コジイ林の菌数 も5刀
と10月 に ピークを示 してお
り,落 葉 量が 多い刀 に,糸





動を比較 してみ ると,落 葉
量は10月 から増加 して12刀
に最 も多 くな ってお り,6
月7月8月 には少な く,糸
状菌総数 は,9月 の ピーク
をのぞいて,6,月 か ら12刀
にか けて少な く,1月 か ら
5月 にか けての菌数はそれ
よ りも多か った。 この よう
に落葉に よって供 給 され る
新鮮な有 機物量 と糸状菌総
数の増滅 にはかな り密接な




あ った。す なわ ち,コ ジイ
林,ス ギ林で は,夏 季およ
び秋季 にはかな りの変 動が
認 め られ,冬 季 ・春 季 には,
かな り安定 し変動 が少 なか
ったが,ア カマツ林 とアカ
シデ林で は,各 月 ごとに コ
ジイ林お よび スギ林 に くら
べて より 多 く変 動 してい
た。 その理由 は種 々考 え ら
れ るが,コ ジイ林 はコジイ
の純林 であ り,全 く地表植
物がな く,ス ギ林は下木 に
わずかの コジ イとヒノキが
あ るだけであ ったのに反 し
て,ア カマ ツ林 および アカ
シデ林 は,多 くの落 葉 ・常
緑の広葉樹によ って構成 さ
れた下木層 を もってお り,
前2林 分 に くらべ後2林 分
は樹種構成 がよ り複雑で,























1と らべて,新 鮮 な落葉 の増減 によって受 ける影'rが 少な いといえよ う・
1以 上温度,水 分,pH価,土 壌動物 有機物組成等の環境要囚と糸状菌総数の季節的変動との関係
!に っいてのべてきたが,夏 季に菌数が少なかったのは,お そらく高温 ・乾燥が大きな影響 因チと考 え
彦 られるが,そ の他の時期においては・各林分を構成する樹種によって与えられる有機物の量および質
難(まレ)的な ちがい さらに,紺1糀 摂食す るあ研 のi.動 物13i.1【勺な変購 が,糸 状菌,lticの1?Utlf)動
壽1に お よぼすよ り大き腰 因 と考 え る・
1(2)各 種糸状菌 の季 節的変 動
前の項で糸状 菌総数の季節的変動 とい ろいろな環境 要閃 との関係について のべ てきたが,こ こで は,
分離 された糸状菌 の種 類ごとの季節 的変動について検 討 してみよ う・
まず,Mucor,Mortierella,Trichoderma,Penicilliunaの各属に属する菌 は普遍 的にかっ多 く分
離 された。 これ ら糸状菌 の季節的変動は図4,5,6,7に 示 した。 す なわ ち,客 林分,各 土壌層別 に・
これ らの菌 は各 々異 なる変 動を示 した。 これ ら糸状菌 のなかか ら,・Penici〃iumの 菌数を 例にとる と,
コジィ林A。 層 か ら分離 され た数 は,6月8月 に少 な く,10,月 に ピー クを示 し,12月 まで 減少 し,以
後5月 まで増加 したが,表 層土 にお いて は,12月 に最 も多 く,6月 に最 も少な か った。 アカ シデ林 の
A。 層で は,2月 に最 も多 く,10月 に最 も少 なか った。 表層土で は8月 に最 も少 な く,4月 に最 も多
かった。
また次 ぎにあげ る菌の ごと く,あ る月に特異 的に分離 され た糸状 菌があった。す なわ ちPestalotia
は5月 に コジイ林 とア カマ ツ林 のA・ 層か ら分離 され,ア カマツ林で は他の月 には分離 されず,コ ジ
ィ林 では6月,8月 に も分離 されたがその数は,5月 に最 も多 く,6.月8月 と少な くな り,他 の月 で
は分 離 されなか った。
Pulluraliaは 各林分のA。 層か ら12刀 か ら4月 にかけて分離 され たが,他 の月 には分 離 されなか っ
た。
これ ら2つ の糸状菌 のほかに も,あ る刀,あ るいはあ る時期にだけ分 離 され た菌があ り,糸 状菌群
'
の種類構成 にはかな り,季 節的 にちがいのある ことが 認め られたが,こ の結果 は,各 種糸 状菌 の有機
物分解能 力お よび糸状菌相互の間 に!1ず る拮抗作用等 に起 因す る落葉落枝上での糸状菌 の遷移 による
瀬 もの と考え られよ う。
落葉落枝上に生ず る糸状菌の遷移 については,落 葉落枝の分解 と関連 させて,糖 類な ど最 も簡単な
鴛 炭水化物を分解す る1)hycomycetes(Primarysaprophyticsugarfungi主と してMucor¢les)が 優
薮 占す る第一段 階,つ ぎにセル ローズを分解す る過程に関与す るAscomycetes,FungiImperfectiが
霧 優 占す る第 二段 階,最 後に リグニ ンを分解す る13asidionaycetesが 優占する第 三段階,と3つ に大別
}1さ れて い る。 このよ うな落(きド)葉薄 枝の分解の過程に生ず る 糸状菌の遷移 につ いて の 研究 はCHESTER( の)S
_;(1950),MANGENOT(1952),WEBSTER(1956)(1957),SAITO,HUDSONandWEBSTER(1958)(マヘヨのヨリヨのるのヨの),
,._21)34)32)
三ζ'Pugh(1958),PARKINSONandKENDRICK(1960)等に よ っ て 行 な わ れ て き た が,WEBSTERは,
1鶏響 綴膿翻 譜 灘 捻欝 癒 欝綴晶 、
gnicoloussaprophytesに よ って特徴ず けられて,か な り不均一 な分解状態 にある。
35) __36)`
,:2)Thesecondphase(Phialophorafastigiatestage),sugarfungi(SURGES(1939);GARRETT
1951)).が 分 解 に 作 用 す る 段 階 で,こ れ ら の 糸 状 菌 は 長 期 問 分 解 に 作 用 す る が 組 織 の 中 へ は 侵 入 出 来
な い 。
線3)Th,・hi,d,h。 、e(Melanomma、t。g,),MANG。N。31T)によ 。 て の べ ら れ 椴 階 で,Pyrenom一
鶉曜 θε,Hyphomycetes,Sphaeropsidales等の菌によ って特徴ず けられ,こ の段 階 も組 織の表面 で主
46
と し て 分 解 が 行 な わ れ る 。
4)TheMucorrammannianicsstage,有機 物 分 解 の 初 期 の 段 階 に 作 用 す る も の と して 注 目 さ れ
て き たfloraで,cellulolyticfungiに加 え てsugarfungiを 含 ん で お り,代 謝 副 産 物 あ る い は,
以 前 の 分 解 過 程 に 作 用 し て い たfungiを 利 用 して 生 育 す る菌 か ら構 成 さ れ る 。
5)TheLeptoporusstage,lignicolousfungiによ っ て,以 前 の 各 分 解 段 階 で,お か さ れ な か っ
た 組 織 中 へ 侵 入 出 来 る 糸 状 菌 の 構 成 す るflora.
6)TheMollisiastage,分解 の か な り 進 ん だ 有 機 物 上 に つ く られ るflora.
7)TheBisporomycesstage,他の 糸 状 菌 上 に 生 育 す る 糸 状 菌 に よ っ て 構 成 さ れ るflora.




recucitaの5っ のGroupに 分 け ら れ て い る 。
34)
PARKINSONandKENDRICK(1960)は,Pinussylvestris林の 有 機 物 層 を 針 葉,L層,F・,F・,H
の 各 層 に 分 け て,そ れ ぞ れ 糸 状 菌 を 分 離 し た 。 す な わ ち,針 葉 か ら,Trimatostromaspp.,Loph-
odermiumpinastriを,L層 か らFusicoccumbasillare,1)esmazierellaaccicola'Pu"ularia
pullulansを,F、 層 か らDesmazierellaaccicola,Helicomamonospora,Sympodiellaaccicola
を,F2層 か らTrichodermaviride,Penicilliumspp.,Mucorhiemalisを,H層か らMortieretla
parvispora,Trichodermavirideを分 離 して,1月4月7月9月 の 各 々 の 菌 の 数 の 変 動 を,Pine
litterに 生 ず る 糸 状 菌 の 遷 移 に よ る も の と 報 告 し て い る 。
本 調 査 に お い て も,Mucor,Trichoderma>、Penicillium,はA。層,と 表 層 土 と か ら か な り多 く分
離 さ れ た が,Mortiere〃asp.Br.,Mortiere〃asp.G.,Pestalotia,Phoma,AcrostalagmusはAo
層 に 多 く,Mortierellaε ρ.P.,Aspergillussp,K.Spicariaεカ.な ど は 表 層 土 か ら だ け 分 離 さ れ た 、
こ の よ うな 土 壌 層 ご と の 糸 状 菌 の ち が い も 前 述 し た 時 間 の 経 過 に と も な う有 機 物 の 分 解 程 度 の ち が い
に よ る も の と 考 え ら れ よ う。
した が っ て 森 林 の 落 葉 落 枝 層 の よ う に 分 解 程 度 の 異 な る 有 機 物 が 不 均 一 な 状 態 で 推 積 して い る 棲 息
場 所 か ら分 離 さ れ る 糸 状 菌 群 に 種 的 構 成 の 季 節 的 変 動 が 認 め ら れ た こ と は,当 然 の 結 果 で あ ろ う。 特
にPestalotiaに 属 す る 菌 は ほ と ん ど がparasiticfungiであ り,Pulluraliaは,前 述 のPinus
sylvestyis林(ゆ)のL層 に 優 占 して い る 糸 状 菌 で あ る こ と な ど か ら,A。 層 か ら,落 葉 量 の 多 い 時 期 に 多
く分 離 さ れ た の で あ ろ う 。
37)
なお森林 の各土壌層 におけ る糸状菌群 の種 類構成の季節 的変動 について,BURGES等 は,L層 にお
いてはかな りの変動が認あ られるが,F-H層 において は,比 較的安定 してお り,L層 ほどの変動は
認あ られない とのべてい る。 そ してTRESNERは 土(の)壌中φ糸状菌群 につ いては,殆 ん ど,そ の季節
的変動は認め られなか った ことを報 告 してい る。
(3)コ ジイ林のA。 層 お よび表層 土の糸状 菌群の26日 間 におけ る変動
各 月 ごとに分 離 された糸状菌総数 の変動を検 討するために,京 都市 内 にある コジイ林 にお いて,1963
年9月17日,29日io,月2日,5日,8日,10日,13日の7回 にわた って,糸 状菌を分離 した。得 られた結果
は,図8に 示 したが,A・ 層 か らは9月17日,19日 に840～880×103/g>10月2日,5日 に560～580×103/9,
8日10日13日 に1,093.0,1,107.0,1,063.2×103/9,表 層土か らは7回 の分離 を通 じて24.8～52.9×103/9
の菌 が分離 され,か な りの変動 が認め られた。
そ して この変動のはばは,各 月の糸状菌総数 の変動のはば とほぼ等 しか った。すなわ ち10月2日,5





























5)大 政 正 隆:土 壌 の 温 度 と 水 分 が 土 壌 微 生 物 に 及 ば す 影 響 に つ い て,日 林 誌,Vol18,No.6,1936
6)沖 中 哲 一:森 林 土 壌 の 微 生 物 的 研 究(1)ス ギ 人 工 林 の 土 壌 微 生 物 相 に つ い て,口 林 誌Vo134,No.5,1952.
7)沖 中 哲 一:森 林 土 壌 の 微 生 物 的 研 究(H)ヒ バ 林 の 土 壌 微 生 物 相,日 林 誌,Vo134.No.7.1952
8)中 山 治 朗:林 木 落 葉 の 分 解 に 関 与 す る 土 壌 糸 状 菌 に つ い て,京 大 農 演 報No.23































26)菊 沢 喜 八 郎 ・渡 辺 弘 之:パ イ ラ ッ ト ・サ ィ チ ュ ァ ェ,四 手 井 綱 英:林 床 無 脊 椎 動 物 の 現 存 量 に つ い て,京 大 農
演 報,No.37,(1965)
27)堤 利 夫:林 木 落 葉 の 分 解 に つ い て,京 大 農 演 報,No.26,(1956)



















38)安 藤 辰 夫,堤 利 夫:数 種 の 森 林 の 土 壌 糸 状 菌 群,京 大 農 演 報No.37,(1965)




   The seasonal changes of the fungal population of forest soils of various stands were 
investigated. 
   The stands investigated were, 
   1) Naturally regenerated  Castanopsis  cuspidata pure stand, 
   2) Artificial  Cryptomeria japonica stand with scattering understory of C.  cuspidate 
      and ChamaecyParis obtusa, 
   3) Natural Pinus densiflora stand with deciduous and ever-green broad-leaved understory, 
   4) Natural deciduous broad-leaved stand dominated by Carpinus laxiforia with  bamboo-
       grass cover, in Kyoto City,
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   5) Bamboo-grass land, 
   6) Natural deciduous broad-leaved stand of Fagus crenata, Carpinus tschonoskii and 
      Betula grossa with bamboo-grass ground vegetation, in Wakayama School Forest of 
      Kyoto University, Wakayama Prefecture. 
   In the stands of (1)-(4), samples were taken once a month from November, 1962 to 
October, 1963 with the exception one of July, 1963 and in (5)-(6) from June to November, 
1965 with the exception of October, 1965. 
   I) The numbers of isolated fungi showed a particular pattern of seasonal change in the 
stand concerned. During December and May, the numbers of the isolations from  Ao layer of 
C. japonica (2) stand and that of C.  cuspidata (1) stand remained stable while that of C. 
 laxiforia (4) and P. densiflora (3) stands fluctuated. The seasonal change pattern of the 
numbers of isolaitions found in C. cuspidata (1) stand resembled that of C. japonica (2) stand, 
and that of P. densiflora (3) stand showed a similar change to that of the deciduous stand. 
Such similarities in the seasonal change pattern were probably caused by both the similarities 
in components of organic matter of the forest floor and the decomposition rate. 
   II) On the whole, the numbers of the isolations  from  Ao during January and May were 
higher than the annual mean, but from June to December, except in September or in some 
stands in October, the numbers were lower. The numbers of isolations from A Layer were 
the lowest in Summer, and were lower during May and September than during October and 
April. The increase of isolated micro-fungi seemed to coincide with the increase of defoliation 
in late autumn. And the increases in winter would be caused by the increased supply of 
available organic matter to the A layer from  Ao layer. In summer the decreasing moisture 
content and amount of available organic matter seemed to cause a decrease in micro-fungi. 
   III) Penicillium, Mortierella, Mucor, and  Trichoderma were isolated throughout the 
year, while Pestalotia, Pullularia and others isolated sporadically. Such a variabillity of 
fungal flora was thought to be caused by the process of decomposition of organic matter. 
   IV)  Penicillium, Trichoderma, Mucor,  Mortiellra  sp., and unidentified fungi Br. and G. 
were isolated both from  Ao, A layer, Mortierella  sP.,  Aspergillus  sP.,  Spicaria  sP., P. and K. 
were examained only from A layer. Pestalotia, Phoma and Circinella counted only from  Ao 
layer. 
   V) Though the seasonal changes of the numbers of isolations seemed to have a certain 
pattern, the samples taken within the very short period during one season from the  Casta-
noPsis cuspidata stand showed a very wide range which coincide with the seasonal changes. 
The ranges of the seasonal changes did not exceed the widely scattered range of the samples.
